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ふりがな 

所収遺跡名 

ふりがな 

所在地 

コード 位置 

調査期間 調査面積 調査原因 
市町村 

遺跡 

番号 
北緯 東経 

川内
かわうち

遺跡 

宮城県
み や ぎ け ん

 

亘理郡
わ た り ぐ ん

山元町
やまもとちょう

 

坂元
さかもと

 

字
あざ

上西
かみにし

谷地
や ち

 

043621 14055 

37度 

54分 

29秒 

140度 

53分 

14秒 

2016.06.01 

～2017.03.31 
19,000㎡ 

土砂採取工
事に伴う発
掘調査 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

川内遺跡 

散布地 縄文時代 ― 縄文土器、石器 玦状耳飾出土。 

散布地 弥生時代 遺物集積1 弥生土器、石器 ― 

製鉄 古代 

製鉄遺構4、木炭窯跡

5、竪穴建物跡3、掘立

柱建物跡2など 

製鉄関連遺物(鉄

滓･鉄塊系遺物･羽

口･炉壁)、土師器、

須恵器、鉄釘 

長方形箱形炉、木炭窯

跡、竪穴建物跡等を検

出。製鉄関連遺物が多

量に出土。 









要約

川内遺跡は、山元町南部の丘陵上に所在する。縄文時代中期から弥生時代中期にかけての遺物包

含層、古代の製鉄遺構、木炭窯跡、竪穴建物跡、掘立柱建物跡、柱穴列･柱穴、土坑等を調査した。 

古代の製鉄遺構からは、総重量28tを超える製鉄関連遺物が出土した。製鉄遺構の構造は、踏鞴

が付随する縦置きの長方形箱形炉1基、踏鞴が付随しない縦置きの長方形箱形炉2基、炉形不明1

基である。成分分析の結果、砂鉄を始発原料とする製錬が行われていたことが明らかとなった。鍛

冶関連遺物や鉄製品も出土しており、製鉄から鍛冶に至る一連の工程が行われていたことを確認で

きた。また、製鉄遺構の排滓場から「山寺」の墨書のある土師器坏が出土したことも注目される。 

5基の木炭窯跡のうち1基では、最終操業時に焼成された木炭が窯体内にそのまま残されていた。

1回の操業で生産された木炭の重量は、約380kgに達することが判明した。 
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